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Q12a 中間速度H i雲の詳細研究 (2) 銀河系外起源を支持する新たな証拠
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中間速度H i雲 (IVC=intermediate velocity clouds、視線速度の絶対値が 20 – 100 km/s)は、銀河回転に従わ
ない高銀緯成分として注目される。その起源として、「Galactic fountain説」と「系外起源説」とが議論されて
きたが、その金属量が太陽近傍に近いために、Galactic fountain説が有望とみられていた。我々は、新たに H i
21 cmスペクトルの全天観測結果 HI4P (HI4PI Collaboration 2016)が公表されたことを受けて IVCの詳細な解
析を行ない、IVCの起源を追求してきた。
その結果、多くの IVCが銀河面に垂直な強い指向性を示すことを見出した。具体的には、IVCはフィラメント

状に分布しており、その方向性が銀河面に垂直な角度 20 – 40度の範囲に収束していることを発見した。このこ
とは これらのH i雲が数 kpc以遠から銀河面に落下し、銀河面に垂直に整列したことを示唆する。また、冷却凝
縮によって周囲の hot gasを取り込みながら落下するH i雲は、銀河系ハロー中の金属量の高いガスを吸収するこ
とで、当初 H iが低金属量であっても銀河面近くでは太陽近傍の金属量に近づくことが示唆されており、金属量
は必ずしもGalactic fountain説を支持しない。さらに、早川らは IVCの金属量を Planck のサブミリ波放射を用
いて解析し、金属量が太陽系の 0.5以下のガスが 40%を占めることを示した (2022年春季年会)。
以上の結果を総合すると、IVCの多くは銀河系外起源であり、銀河系が閉じた系ではないことが改めて示唆さ

れる。多くの銀河で銀河間相互作用の重要性が指摘されており、銀河系もその例外ではないという理解が可能で
ある。


